






基準審議会（International Accounting Standards Board, IASB）による認識は誤りであることは，






























































































































































































































































ここで，事前の期間利率を iとし，事後の期間利率を i’ と置く。このとき，事前の所得は
K2’ － K1，事後の所得は K2－ K1’ と表され，事前利率については i＝（K2’ － K1）／K1，事後
利率については i’ ＝（K2－ K1’）／K1’ と表される。完全な予測が可能な場合には，K2＝ K2’，


































































































































































































































































Eと減価償却費 D*を差し引いて計算されるとしている。減価償却費 D*は，期首資本 K0*及
び資本支出 Cと，期末資本 K1*との差額として計算される（ibid, p.193）。
　　会社の所得10）＝ R－ E－ D*
















会社の所得11）＝ R－ E－ D**
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